






となりました。うち、一つのテーマについては申し込みの

数が多く、２つの部会に分けての開設です。皆さまのご協

力に、感謝申し上げます。 

テーマ部会は、一般部会と同じ時間帯に開設しますが、

事前に発表者間で要旨を交換したり総括討論の時間を十分

にとったりすることで、議論の広がりと深まりを目指して

います。以下の時間帯に開設しますので、どうぞ、ご参加

ください。 

【９月１８日（土）】 

＜部会Ⅰ（９時２０分～１１時５０分）＞ 

若者支援の現状と課題（1） 

 歴史研究の可能性 

＜部会Ⅱ（１４時００分～１６時００分）＞ 

 社会化研究の最前線～相互性をどう捉えるのか？～ 

【９月１９日（日）】 

＜部会Ⅳ（９時１０分～１２時１０分）＞ 

 若者支援の現状と課題（2） 

 「共生」と教育の課題 

               （研究委員長：飯田浩之） 

 

２．若手研究者交流会について 

大会時に、３回目の「若手研究者交流会」を開催する運

びとなりました。ここで言う「若手研究者」には、大学院生・

学部生・研究生・各種研究員・オーバードクター・助教・

講師・准教授・とくに所属のない方等、教育社会学に関心

のある方を広く含みます。実年齢に関係なく、社会人大学

院生・学生等も含まれます。学会会員・非会員の別も問い

ません。 

昨年の交流会は、一昨年に続き、教育社会学を専攻する

若手研究者たち約７０名が集まる盛況なものになりました。

交流会後の懇親会にも４０名を越える参加があり、議論が大

いに盛り上がりました。交流会を支援してくださった皆さま・

参加してくださった若手の皆さまには、この場を借りて御

礼申し上げます。 

さて、今年度の若手研究者交流会は、大会前日の９月１７

日（金）１７時～１９時に開催されます。すでにエントリーさ

れたテーマについて紹介しておくと、今年度は「就職」と「査

読」がエントリーされています。最近就職した研究者によ

る就職活動に関する話と、実際に査読に携わった方から教

育社会学研究の査読について話をしていただける予定です。

これ以外のテーマについても、８月下旬までには大会校の

HP に掲載しますので、楽しみにしていてください。 

教育社会学を専攻する若手たちの集いを盛り上げていけ

ますように、学会員の皆様のご支援・ご協力のほどをよろ

しくお願い申し上げます。 

                （研究委員：川口俊明） 

 

３．「抜き刷り交換コーナー」設置のお知らせ 

今年度の大会においても大会校の協力を得て、「抜き刷り

交換コーナー」を設置します。会員同士が研究成果を交換

し合う場として積極的にご活用ください。 

抜き刷り等の配置をご希望の方は、当日、直接ご持参く

ださり、所定の場所に並べてください。交換方法についても、

それぞれにお任せします。大会終了時において残部が出た

場合、お手数でも残部をお持ち帰りくださるようお願いし

ます。コーナーの場所については、大会プログラムをご覧

ください。 

               （研究委員長：飯田浩之） 

 

 

 

 

 

会員の皆様には、すでに平成２２年度の会費（平成２２年９

月大会終了後～平成２３年度大会、１１,０００円）の請求書がお

手元に届いていることと存じますが、納入はお済みでしょ

うか。また平成２１年度の会費納入がまだお済みでない方も

至急納入をお願いします。会費振込先は下記です。 

 

 郵便振替口座 ００１００－７－２７８７０８ 

 口座名義（加入者名） 日本教育社会学会 

 

会費未納の正会員は、大会での発表や機関誌の受け取り

等ができなくなるほか、２会計年度にわたり年会費を納め

なかった場合は会員資格を失うことになりますので、ご注

意ください。詳しくは会員名簿末尾の会則ならびに運営内

規をご参照ください。 

この機会に会費の早期納入（なるべく８月３１日まで）に

ご協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 

                （会計部長：片瀬一男） 

 

 

 

 

 

日本教育社会学会では、大学院生・留学生への会費援助

措置を行っております。今年度の申請は２０１０年５月末日に

締め切りました。大学院生５９名、留学生７名の申請があり、

申請者全員の会費援助が認められました。 

会員となっている大学院生、留学生の人数よりも申請者

の数が少なく、告知活動がいささか不十分であったかと反

省をしております。そこで会員管理部としては、今後、さ

らにブリテンや学会のＨＰなどを通じて告知活動を続けて

いきたいと考えております。また、未申請の大学院生、留

学生をご存じの会員の方々には、ぜひ来年度の会費援助の

申請をするよう促していただきたいと思います。 

なお、新入会希望者の会費援助の申請は随時受け付けて

おります。新たに入会を希望する大学院生、留学生には、

その旨、お伝えいただき、ぜひ申請するようお勧めください。 

              （会員管理部長：山田浩之） 
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会計部からのお知らせ 

会員管理部からのお知らせ 
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